
クロスヘッドふた(図ー1 の照号 2) ，ク ロスヘッドすべり金(図 l

の!撚号 3 ， 4 および図ー2 の照号 2 )などからなっており ， 前部は

ピス ト ン事事後端のテ ー パ部がはまり ，クロスヘ ッ ドコッタによ

り締めつけられ，後部はクロスヘッドピ γで主連稼のスモー ノレ

ェ γ ドと述結され， ピスト γの往復運動につれ，すべり棒を案

内として往復運動を行う。クロスヘッドピンとクロスヘッド休

とのはめあい部にはテ ー パを付し ， ピンの刺II~ 、方の側には内外

に同じテーパをもったくさび輪(図 l の照号 8) を入れ， 座付

みぞ付ナ ッ トで締めつけられる。ク ロスヘ ッ ド体，グロスヘッ

ドふたは一般に鋳鋼で作られ，すべり金は軟銅製ですべり函に

ホワイトメタノレがはられる。 クロスヘッドピγ(図 l の照号 7

および図ー2 の!照号 4 )は普通鍛造され， スモ ー ノレェ γ ド受金と

の当り聞は浸炭焼入れまたは高周波焼入れしである。すべり棒

(図-3) も鍛造品で浸炭焼入れしており ， 前端をシリソダ後ふ

たに，後端を台わくにリ ー マポノレトによって取付けられる。

(高桑五六)

ク ロ ッシング (英) crossing (米) frog 轍叉 (てっさ)あるい

は 7 ロッグともし、う。 レーノレが交わる部分に使用する軌道幹事造。

区1 -1 はその構造図でもっとも代表的なものである(写真 1)。

レ ー ノレ軌間線の交わる点をクロッシング交点または轍叉交点と

いう。空間の点であるから理論交点ともいう。

F ロッ γ ングは形状から大別すると固定クロッシソグ， 可lWJ

P ロッシ γ グ， 乗越クロッシング， 固定K字 F ロ ッ シ γ グ，可

動K字 F ロッシング， 三路クロッシングがある。 製作方法から

分けるとマンガンクロッシングおよび普通レーノレを加工して作

る組立クロッシングと焼入クロッシ Yグに分れる。

クロッシ ング角は級叉角ともいい， クロッシング交点におけ

る雨軌間線のなす角で ， 2 線の分れる角度である。 タロッシン

グ角の大きさを表わすのにク ロ y シング番数を用いる。クロッ

ジソグ角とク ロ ッ γγグ番数との関係は 本 分岐路の客数に応じ

てきめられている。 前哨はE止端 (したん)ともいい， ポイ γ ト に

近い方のタロッ γγグの端をし、う。後端は腫端(しょうたん)と

もいい，前端と反対の端をいう。クロッシ γグは頭に番数をつ

けて l手ぶ。

固定ク ロ y シングとは動く部分がないクロッシ γグをいう

(写':)':l;-2)。輪縁路が互に交わっ ているために， レー ノレの中断さ

れる部分ができる。この部分を軌間総欠線部と いう。軌間線欠

線部があるため奥線i!主入防止のガー ドが必要である。固定クロ

ッシングにはマンガγ クロ ツヅン グと正直立 P ロ ッ γ ングとがあ

る。 マ ンガンクロ ッシングは高マ γ ガン鋳銅製のクロ ッシング

で，写真ー1 に示すように，タロッジ γグ全体が l つの鋳物であ

るから，組立 F ロッシ γ グのようにポノレトやリベットがゆるみ，

がたがたになることがない。また高マンガY鋼の特性として，

きわめて耐摩耗性に冨み， マ γ ガングロツシングの摩耗に対す

る耐久度は組立クロッシ γグの約 10 倍である。 マンガンクロ

ツシソグは以前は耐摩耗性はあるが， 鋳物であるためき損が多

〈普及しなかったが， 最近鋳造技術の進歩とともにき損は少な

くなり 5起用化されるに至った。国鉄の主要幹線の分岐器はほと

んどこのマ γ ガン グロッシングと帽子形ポイントとを組合わせ

た分岐探である。なお摩耗の多い部分すなわち鼻端付近を高マ

γガン鋳鋼で作り ， まわりを普通レーノレでかこんだクロッシソ

グもある。

組立クロッシングとは図ー2 ， 写真ー2 に示すように，普通レー

んを 1m工製作したものをいい， ピル卜ア ップク ロ ッシン グとも

いう。ウイ ν グレー ル 2 本， ぬ端(びたん)長レー ノレ 1 本， ~;~端

短レ ーノレ l 本とを主体とし間隔材をポノレトで締め，大きな床板
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関-2. 組立クロッシ γ グ

図 3. 爽レ ー ノレ可動タロッシ γ グ

図-4 可動乗越式クロッシ γ グ

図-5 固定式乗越クロッ γγ グ

受けレーノレ

図 6 タ.イヤモンド F ロッシ Y グ




